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長崎三菱自動車販売株式会社は「お客様目線」を大切にし、お客様のカーライフを

より豊かに、そして快適にすることを第一義に行動します。

また、健全な企業で続けることを常にこころがけ、環境保全が重要な課題の一つで

あると認識し、地域の環境保全・改善活動を自主的・積極的に推進します。

１．次の項目を重点項目として継続的に取り組みます。

　

（１） 電力・燃料等のエネルギー使用量の負荷チェックを行い、省エネルギーを

　　　 意識して二酸化炭素の排出削減に努め、環境改善に取り組みます。

（２） 一般廃棄物・産業廃棄物の分別を徹底し、資源リサイクルと廃棄物の抑制に

努め、適正な処理を行います。

（３） 水使用量の負荷チェックを行い、節水に努め、水使用量を削減します。

（４） ＥＶやＰＨＥＶなどの環境に配慮した商品の販売に努めると共に、車両の

定期点検を推進し、二酸化炭素の排出抑制に取り組みます。

２．当社の事業活動に関連する環境関連法規を遵守します。

３．地域社会との連携を大切にし、地域の環境保全活動に協力します。

４．環境経営方針を全従業員が共有し、環境に関する理解を深め、環境改善に

　　取り組みます。

制定日 ２０１８年１１月　1日

改定日 ２０２１年５月　２２日

長崎三菱自動車販売株式会社

代表取締役社長　小代　次郎

１.　環境経営方針

長 崎 三 菱 自 動 車 販 売 環 境 経 営 方 針
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１） 事業所名及び代表者

長崎三菱自動車販売株式会社

代表取締役社長　小代　次郎

２）　所在地

本店 〒852-8013　長崎県長崎市梁川町1番14号

女神店 〒850-0961　長崎県長崎市小ヶ倉町1－1026－１

ｵｰﾄﾓｰﾙ多良見店 〒859-0402　長崎県諫早市多良見町囲444

島原店 〒855-0033　長崎県島原市新馬場町924-1

大村店 〒856-0828　長崎県大村市杭出津3-406-4

佐世保店 〒857-1151　長崎県佐世保市日宇町2742

佐世保日野店 〒858-0925　長崎県佐世保市椎木町352－1

ｸﾘｰﾝｶｰ多良見 〒859-0402　長崎県諫早市多良見町囲444

ｶｰｾﾌﾞﾝ諌早店 〒854-0062　長崎県諌早市御船越町1005－1

部品部 〒859-0402　長崎県諫早市多良見町囲444

３）　環境管理責任者

責任者 統括部長　　小笹　浩一

担当者 総務部   　  中村 洋介

連絡先 ＴＥＬ　095-862-6421   ＦＡＸ 　095-862-6446

４）　事業の内容

新車・中古車の販売、自動車の車検・整備・修理、自動車部品・用品の販売、保険代理業

自動車のリース・レンタカー業

５）　事業の規模（２０２２年度）

６）　事業年度

４月～翌年３月

３．認証・登録の対象範囲

　　　認証 ・ 登録対象事業所 ：　全事業所を対象とする。

　　　認証 ・ 登録対象活動 ：　全活動を対象とする。

２.　組織の概要

総売上額：４，３４４百万円
単位 本店 女神店 ｵｰﾄﾓｰﾙ多良見 ｶｰｾﾌﾞﾝ諫早店 島原店 大村店 佐世保店 佐世保日野店 合計

従業員数 人 38 8 26 3 9 10 10 8 112

延床面積 ㎡ 1,289 780 2,202 207 673 560 1,253 368 7,332

新車・中古車販売台数 台 592 102 199 68 148 167 188 161 1,625

車検・法点台数 台 2,268 1,236 1,068 840 996 1,260 1,188 8,856

総入庫台数 台 11,868 5,064 6,060 3,996 4,572 5,304 5,268 42,132
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４．環境経営実施体制

EA21　推進責任者

EA２１事務局

代表者 環境管理責任者

EA２１委員会

※ 内部環境監査員の責務は、別途手順書に定める

部品部：ＭＧ

社長 統括部長
大村店：店長

本店：営業部長

女神店：店長

総務部 ｵｰﾄﾓｰﾙ多良見店：店長

島原店：店長

内部環境監査員 各部門長 佐世保店：店長

佐世保日野店：店長

ｶｰｾﾌﾞﾝ諫早店：店長

ｸﾘｰﾝｶｰ多良見：部長

・
・
・
・
・
・

・
・

・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

全従業員
環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

ＥＡ２１委員会 ３か月に１回開催し、環境経営目標及び環境経営計画の実施状況を審議する。

ＥＡ２１事務局
環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの作成・維
持・集計・管理を行う
社外からの環境情報の収集と伝達を行う

ＥＡ２１推進責任者

環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する
環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する
自拠点で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する
自拠点に関連する法規制等を順守する
自拠点に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する
自拠点の教育・訓練を実施する

環境管理責任者

ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、 実行し、
環境実績を向上させる。
毎年、環境経営目標、環境経営計画を作成する。
３か月に１回、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況を確
認・評価する。
上記の結果を代表者に報告する。

　　役割分担表
所　属 役割・責任・権限

代表者

代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ
環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する
環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する
環境への取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する
ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する
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５．環境経営目標

活動期間：2022年4月～2023年3月

年間

2020年4月～
2021年3月

2021年4月～
2022年3月

2022年4月～
2023年3月

2023年4月～
2024年3月

2024年4月～
2025年3月

１．二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 661,664 654,845 641,814 635,197 628,581

（1）電気使用量削減 kWh 568,128 562,271 551,084 545,403 539,722

   県南（本店・女神） kWh 217,988 215,741 211,448 209,268 207,089

   県央（多良見・大村・島原） kWh 215,782 213,558 209,309 207,151 204,993

   県北（佐世保・佐世保日野） kWh 134,358 132,972 130,327 128,984 127,640

（2）ガソリン使用量削減 ℓ 151,405 149,844 146,863 145,349 143,835

   県南（本店・女神） ℓ 65,210 64,538 63,254 62,602 61,950

   県央（多良見・大村・島原） ℓ 59,145 58,535 57,371 56,779 56,188

   県北（佐世保・佐世保日野） ℓ 27,050 26,772 26,239 25,968 25,698

（3）軽油使用量削減 ℓ 17,986 17,801 17,446 17,267 17,087

   県南（本店・女神） ℓ 861 852 835 827 818

   県央（多良見・大村・島原） ℓ 15,609 15,448 15,141 14,985 14,829

   県北（佐世保・佐世保日野） ℓ 1,516 1,500 1,471 1,455 1,440

２．廃棄物排出量の削減 ｔ 241 238.1 233.4 231.0 228.6

一般廃棄物排出量の削減 袋 3,266 3,266 3,168 3,135 3,103

   県南（本店・女神） 袋 1,224 1,224 1,187 1,175 1,163

   県央（多良見・大村・島原） 袋 1,123 1,123 1,089 1,078 1,067

   県北（佐世保・佐世保日野） 袋 919 919 891 882 873

産業廃棄物排出量の削減 ｔ 241 238.1 233.4 231.0 228.6

   県南（本店・女神） ｔ 77 75.8 74.3 73.5 72.8

   県央（多良見・大村・島原） ｔ 120 119.0 116.7 115.5 114.3

   県北（佐世保・佐世保日野） ｔ 44 43.2 42.4 42.0 41.5

３．水使用量の削減 m³ 4,524 4,476 4,388 4,343 4,298

   県南（本店・女神） m³ 1,918 1,898 1,860 1,841 1,822

   県央（多良見・大村・島原） m³ 1,524 1,508 1,478 1,463 1,448

   県北（佐世保・佐世保日野） m³ 1,082 1,070 1,050 1,039 1,028

４．化学物質の適正管理 　数量を把握して適正な管理をすることに努めます。

店舗数 　社内で電動ドライブステーション化推進協議を継続しています。

   県南（本店・女神） 回 12 12 12 12 12

   県央（多良見・大村・島原） 回 12 12 12 12 12

   県北（佐世保・佐世保日野） 回 12 12 12 12 12

７．教育・研修訓練 　定期的な臨店を実施し、随時必要な情報を展開します。

0.463

基準年
2020年度

2023年度
（4%削減）

５．電動ドライブステーション化の推進

６．地域・社会貢献活動の推進

１．購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.463kg-CO2／kWh（九州電力　2017年度・調整後）を使用した。

環境経営目標 単位

2021年度
（2017年度の

4％削減）

2022年度
（３%削減）

2024年度
（5%削減）

備考

４



６．環境経営計画 2022年度

1 ｼｮｰﾙｰﾑ照明の点灯・消灯時間を決め、その表示と徹底を行う

2 ｻｰﾋﾞｽ工場の照明を昼休み消灯を徹底する

1 空調の適温化は表示を含め徹底する

2 空調機についてはﾌｨﾙﾀｰの定期的な清掃・交換を行い適正に管理する

1 ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ等運転方法の配慮を励行する

2 ﾀｲﾔの空気圧を定期的に確認し、適正値を保つように努める

1 事前に効率的な行動計画を立て実行に努める

2 排気ｶﾞｽや騒音のﾚﾍﾞﾙを抑えるため適正な車両整備を実施する

1 会議資料等の簡素化に努める

2 ﾒｰﾙ等ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽ等の利用による文書の電子化に取り組む

3 ゴミの分別の強化

4 コピー用紙の裏紙使用の徹底

1 部品庫内の整理・整頓・清掃の実施

2 毎月の在庫棚卸の実施で適正な在庫管理に努める

1 社用車の洗車を必要最低限に留め、洗車の際に節水に努める

2 手洗い時、洗い物において、日常的に節水を励行する

1
塗料、溶剤等の化学物質で化学物質安全性ﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄを入手保管し、作業の安全に努める。

2 化学物質取り扱い場所のﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄをして、結果を保管する。

3 塗装作業時の保護具は常備し、適切に使用する

4 排気・排水設備の点検を定期的に行い、適正に管理する

1 基礎調査の実施

2 店舗改装計画を行う

1 ｲﾍﾞﾝﾄ情報の事前把握を行う

2 取引先等からの情報提供の窓口を設置する

1 地域のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動等に積極的に参加する

2 自拠点周辺清掃を定期的に実施する

1 ＥＡ２１全般の教育・訓練 店長 1 環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画の周知

2 技術・法規上の教育・訓練 サＭＧ 1 危険物、化学物質、産業廃棄物等に係る確認

７．教育・訓練の実施

取組目標 責任者 達成手段

1
行政等が実施する環境イベン
トへの参加・出展

店長

2 地域社会への貢献 店長

取組目標 責任者 達成手段

３．水使用量の削減

取組目標 達成手段

1 一般廃棄物排出量の削減 店長

2
産業廃棄物削減のための適正管
理

サＭＧ

２．廃棄物排出量

取組目標 責任者 達成手段

3 軽油使用量の削減

１．二酸化炭素排出量の削減

責任者

1 水使用量の削減 店長

取組目標 責任者 具体策

1 電気使用量の削減

店長

店長

2 ガソリン使用量の削減 店長

店長

４．化学物質の適正管理

取組目標 責任者 達成手段

1 化学物質の適正管理 サＭＧ

５．製品・サービスを通した取組

取組目標 責任者 達成手段

1 電動ドライブステーション化の推進 総務

６．地域・社会貢献活動の推進

５



７．環境経営目標の実績

４～６月 目標比 ７～９月 目標比 １０～１２月 目標比 １～３月 目標比 ４～３月 目標比

１．二酸化炭素排出量の削減

CO2排出量 目　　標 141,461 176,997 151,967 171,393 641,818

今 年 度 136,925 96.8% 173,525 98.0% 156,730 103.1% 159,965 93.3% 627,145 97.7%

評　　価 ○ △ △ ○ △

目　　標 112,529 155,026 119,437 164,092 551,084

今 年 度 99,725 88.6% 154,219 99.5% 118,764 99.4% 138,414 84.4% 511,122 92.7%

評　　価 ○ △ △ ○ ○

目　　標 42,300 62,929 44,745 61,474 211,448

今 年 度 27,119 64.1% 44,109 70.1% 34,037 76.1% 37,668 61.3% 142,933 67.6%

評　　価 ○ ○ ○ ○ ○

目　　標 44,423 55,297 46,386 63,203 209,309

今 年 度 49,411 111.2% 72,559 131.2% 57,144 123.2% 64,871 102.6% 243,985 116.6%

評　　価 × × × × ×

目　　標 25,806 36,800 28,306 39,415 130,327

今 年 度 23,195 89.9% 37,551 102.0% 27,583 97.4% 35,875 91.0% 124,204 95.3%

評　　価 ○ △ △ ○ ○

目　　標 33,881 40,217 36,608 36,158 146,864

今 年 度 34,082 100.6% 38,764 96.4% 38,255 104.5% 36,747 101.6% 147,848 100.7%

評　　価 △ ○ △ △ △

目　　標 14,865 17,459 15,737 15,193 63,254

今 年 度 12,513 84.2% 15,399 88.2% 15,032 95.5% 13,858 91.2% 56,802 89.8%

評　　価 ○ ○ ○ ○ ○

目　　標 13,704 15,311 14,015 14,341 57,371

今 年 度 15,378 112.2% 16,664 108.8% 16,262 116.0% 15,940 111.1% 64,244 112.0%

評　　価 × × × × ×

目　　標 5,312 7,447 6,856 6,624 26,239

今 年 度 6,191 116.5% 6,701 90.0% 6,961 101.5% 6,949 104.9% 26,802 102.1%

評　　価 × ○ △ △ △

目　　標 4,085 4,524 4,458 4,380 17,447

今 年 度 4,439 108.7% 4,629 102.3% 4,935 110.7% 4,034 92.1% 18,037 103.4%

評　　価 × △ × ○ △

目　　標 316 161 198 160 835

今 年 度 713 225.5% 802 498.2% 883 446.0% 426 266.0% 2,823 338.1%

評　　価 × × × × ×

目　　標 3,505 4,085 3,915 3,636 15,141

今 年 度 3,196 91.2% 3,395 83.1% 3,783 96.6% 3,287 90.4% 13,661 90.2%

評　　価 ○ ○ ○ ○ ○

目　　標 264 278 345 584 1,471

今 年 度 530 200.8% 432 155.4% 269 78.1% 321 55.0% 1,552 105.5%

評　　価 × × ○ ○ ×

２．廃棄物排出量削減

目　　標 807 766 799 795 3,168

今 年 度 839 104.0% 806 105.2% 842 105.4% 886 111.4% 3,373 106.5%

評　　価 × × × × ×

目　　標 327 252 295 313 1,187

今 年 度 316 96.6% 264 104.8% 268 90.8% 358 114.4% 1,206 101.6%

評　　価 ○ △ ○ × △

目　　標 295 265 279 250 1,089

今 年 度 281 95.3% 278 104.9% 291 104.3% 291 116.4% 1,141 104.8%

評　　価 ○ △ △ × △

目　　標 185 249 225 232 891

今 年 度 242 130.8% 264 106.0% 283 125.8% 237 102.2% 1,026 115.2%

評　　価 × × × △ ×

基準値 18 18 19 20 74.3

今 年 度 19 104.3% 19 104.3% 19 101.5% 19 95.5% 75.2 101.3%

評　　価 △ △ △ ○ △

基準値 29 29 29 29 116.7

今 年 度 27 92.9% 27 92.9% 27 92.9% 27 92.5% 108.3 92.8%

評　　価 ○ ○ ○ ○ ○

基準値 11 11 11 11 42.4

今 年 度 10 90.4% 10 90.4% 10 90.4% 10 90.0% 38.3 90.3%

評　　価 ○ ○ ○ ○ ○

３．水使用量の削減

目　　標 1,152 1,106 1,085 1,045 4,388

今 年 度 874 75.9% 878 79.4% 894 82.4% 824 78.9% 3,470 79.1%

評　　価 ○ ○ ○ ○ ○

目　　標 511 472 441 436 1,860

今 年 度 305 59.7% 306 64.8% 298 67.6% 301 69.0% 1,210 65.1%

評　　価 ○ ○ ○ ○ ○

目　　標 368 377 369 364 1,478

今 年 度 319 86.7% 312 82.8% 327 88.6% 297 81.6% 1,255 84.9%

評　　価 ○ ○ ○ ○ ○

目　　標 273 257 275 245 1,050

今 年 度 250 91.6% 260 101.2% 269 97.8% 226 92.2% 1,005 95.7%

評　　価 ○ △ △ ○ ○

４．化学物質の適正管理

５．電動ドライブステーション化の推進

６．地域・社会貢献活動の推進

月に一度の店舗周辺清掃の実施

県南（本店・女神） 3 3 3 3 12

県央（多良見・大村・島原） 3 3 3 3 12

県北（佐世保・日野）　 3 3 3 3 12

７．教育・研修訓練

評価基準　　　目標比＝目標値／実績値　　○：（97％以下）　　△：　97%未満～105％未満  　× （105％以上）

各店舗での取り組み状況を把握すると同時に、随時必要な情報を展開する

一般廃棄物 全社 袋

産業廃棄物
県南（本店・女神）

t

県央（多良見・大村・島原）

県北（佐世保・日野）　

県南（本店・女神）

県央（多良見・大村・島原）

県北（佐世保・日野）　

化学物質については、数量を把握して適正な管理をすることに努めます。

社内で電動ドライブステーション化推進の協議を継続しています。

上水

全社 kg-CO2

(1)電力使用量削減 全社

【2022年度】 単位

kWh

(3)軽油使用量削減 全社

(2)ガソリン使用量削減全社 ℓ

県南（本店・女神）

県央（多良見・大村・島原）

県北（佐世保・日野）　

県南（本店・女神）

県央（多良見・大村・島原）

県北（佐世保・日野）　

ℓ

県南（本店・女神）

県央（多良見・大村・島原）

県北（佐世保・日野）　

県南（本店・女神）

全社 ㎥

県北（佐世保・日野）　

県央（多良見・大村・島原）

回

 ６



８.　環境経営計画の実施状況、取組結果とその評価、次年度の目標と取組方針

（1）環境経営計画の実施状況、取組結果と評価

ｼｮｰﾙｰﾑ照明の点灯・消灯時間を決め、
その表示と徹底を行う

○

ｻｰﾋﾞｽ工場の照明を昼休み消灯を徹底
する

○

空調の適温化は表示を含め徹底する ○

空調機についてはﾌｨﾙﾀｰの定期的な清
掃・交換を行い適正に管理する

○

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ等運転方法の配慮を励行する ○

ﾀｲﾔの空気圧を定期的に確認し、適正値
を保つように努める

○

事前に効率的な行動計画を立て実行に
努める

△

排気ｶﾞｽや騒音のﾚﾍﾞﾙを抑えるため適正
な車両整備を実施する

○

会議資料等の簡素化に努める ×

ﾒｰﾙ等ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽ等の利用による文書の電子化に取り組む △

ゴミの分別の強化 〇

コピー用紙の裏紙使用の徹底 ○

ﾘｻｲｸﾙﾊﾞﾝﾊﾟｰ回収100％を目標に取り組
む

△

在庫数量の適正化等在庫管理を徹
底し削減に努める

△

○

○

○

○

○

○

次年度も同じ計画で進めます。

塗装作業時の保護具は常備し、適切に使用する

排気・排水設備の点検を定期的に行い、適正に管理す
る

塗料、溶剤等の化学物質で化学物質安全性ﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄがあるものは、これを取り寄せて保管する。

化学物質取り扱い場所のﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄをして、結
果を保管する

リスクアセスメントは実施されてお
り適正に管理されています。

次年度の取組内容

社用車の洗車を必要最低限に留め、洗車の際に節水
に努める 目標達成はしています。今後も引

き続き節水に努めて参ります。
次年度も同じ計画で進めます。

手洗い時、洗い物において、日常的に節水を励行する

実施
状況

4.化学物質使用量の削減

活動項目 12ヵ月間の評価

次年度の環境計繪計画

次年度も同じ計画で進めます。

実施
状況

3.水使用量削減

活動項目 12ヵ月間の評価 次年度の取組内容

次年度の取組内容

一般廃棄物は目標未達になりま
した。
ゴミを出さない仕事の進め方を今
後は検討する必要があるように
考える。

昨年同様の計画で取り組みま
す。

活動項目 12ヵ月間の評価

一般廃棄物

産業廃棄物

実施
状況

実施
状況

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目 12ヵ月間の評価

2.廃棄物排出量削減

電力

ガソリン

軽油

電気使用量については全体とし
ては順調に削減出来ている。増
加ブロックについては問題点を洗
い出し改善に努める。燃料使用
については活動量に比例する項
目ではあるがまだまだ改善の余
地があるように考える。
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×

×

行政イベント ｲﾍﾞﾝﾄ情報の事前把握を行う ×

参加・出店
取引先等からの情報提供の窓口を設置
する

×

地域社会
地域のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動等に積極的に参加
する

×

への貢献 自拠点周辺清掃を定期的に実施する ○

環境経営方針、環境経営目標、環境経
営計画の周知

〇

危険物、化学物質、産業廃棄物等に係る
確認

△

〇：実施できた　△：十分とは言えなかった　×：不十分であった

（2）環境経営計画に基づいて実施した主な内容

　エコアクション２１の認知については定着定着しつつありますが、依然として取り組みにてはまだまだ課題が

　残る結果となりました。

　目標と課題ごとの計画実施状況及び評価は、前項に記載しています。

　各店舗毎の課題について改善を進めていきます。

（3）環境経営目標及び環境経営計画（主な活動方針）

　目標未達の箇所については、原因を調査し今後の目標達成に向け取り組み強化を実施していきます。

　またEA21委員会を機能させ、全店稼働を強化してまいります。

活動項目
実施
状況

12ヵ月間の評価 次年度の取組内容

５．電動ドライブステーション化の推進

活動項目
実施
状況

12ヵ月間の評価 次年度の取組内容

基礎調査の実施 佐世保店の建て替え中で次年度
の竣工予定です。

設備計画通りに準備を進めま
す。店舗改装計画を行う

６．地域・社会貢献活動の推進

従業員への
周知

エコアクションの周知は出来てま
すが一人一人の取り組みについ
ては改善に努めます。

同じ計画で進めます。

各店舗で実施されています。今
後は地域の行事等への参加へ取
り組みを計画します。

同じ計画で進めます。

７．教育・研修訓練

活動項目
実施
状況

12ヵ月間の評価 次年度の取組内容
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
　　並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動、製品及びサービスに適用される主な環境関連法規等は次のとおりです。

適用される法規等

廃棄物の処理及び清掃に関する法
律（廃掃法）

自動車リサイクル法

適用される事項（施設・物質・活動等）

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出
マニフェストの交付・回収・保管の適正処理

下水道法 特定施設（門型洗車機）の設置届

水質汚濁防止法 特定施設（門型洗車機）の設置届

フロン排出抑制法 業務用パッケージエアコンの簡易点検

騒音規制法

引取業者登録・表示、フロン回収業者登録・表示

空気圧縮機の設置届
サービス工場における機械使用時の騒音レベル遵守

振動規制法
空気圧縮機の設置届
サービス工場における機械使用時の振動レベル遵守

浄化槽法 点検・清掃、水質検査

代表取締役社長　小代　次郎
2023年6月Ⅰ日

１０．代表者による全体評価と見直しの結果

労働安全衛生法

　２０２３年４月に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんで
した。
　また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

有機溶剤関係作業場の表示、リスクアセスメント
安全性データシート（ＳＤＳ）管理、健康診断

電力使用量・水使用量・産業廃棄物においては、目標達成出来ており、特に水使用量について

は大きな削減が出来ております。一方で、ガソリン使用量・一般廃棄物排出量においては、目

標未達の結果となりました。 未達項目については原因を洗い出し、改善に努め、次年度以降

は全項目、全店舗において目標達成するよう取組を強化してまいります。

また、実施体制は維持し、エコアクション２１の取組みについて全社員での取り組み強化を図り、

今まで以上に意識改革を進めてまいります。

９


